
そ
の
１

☆
お
し
ゃ
れ

正
田
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、
や
っ
ぱ
り
色
だ
わ
。

今
泉
こ
こ
二
年
位
に
だ
ん
だ
ん
派
手
な
色
を
着
る
よ
う
に
な
っ

た
の
。

深
津
最
近
好
承
が
幼
稚
に
な
っ
て
い
く
み
た
い
。
何
か
漫
画
に

出
て
く
る
よ
う
な
服
ば
っ
か
り
着
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
。

☆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

正
田
ま
ず
お
友
達
と
一
緒
。
そ
れ
か
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
（
親
）
と

一
緒
に
。
元
町
の
方
が
シ
ャ
レ
て
る
み
た
い
。

深
津
気
に
入
っ
た
ら
そ
の
場
で
買
う
わ
。
飽
き
た
ら
友
達
に
あ

げ
て
し
ま
う
。

☆
ツ
ィ
ギ
ー

今
泉
現
実
ぱ
な
れ
し
て
い
る
の
が
い
い
の
か
し
ら
。

☆
脚

正
田
細
い
足
の
方
の
悩
承
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

☆
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド

正
田
恋
人
も
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
も
い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
フ
レ
ン

ド
ポ
ー
イ
（
男
性
を
意
識
し
な
い
で
対
等
に
喋
れ
る
人
）

と
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

今
泉
い
る
。
フ
レ
ン
ド
ポ
ー
イ
は
女
子
大
で
す
か
ら
い
な
い
け

ど
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
。

深
津
い
な
い
。
で
も
恋
人
は
い
る
わ
。

☆
好
き
な
俳
優

正
田
ア
ン
ソ
ー
ー
ー
．
。
〈
－
キ
ン
ス
。
観
る
だ
け
な
ら
ア
ラ
ン
・

ド
ロ
ン
。

今
泉
私
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
。

深
津
私
も
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
の
よ
う
な
目
の
き
れ
い
な
や

さ
し
そ
う
な
感
じ
の
人
。

リラックスインタビュー

み
ん
な
好
き
よ
・

最
近
赤
い
色
が
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
た
わ
。

わ
た
し
、
真
赤
よ
。

〃
と
か
く
こ
の
頃
の
女
子
大
生
は
、
学
生
時
代
を
た
だ
人
生
の
時

間
稼
ぎ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
″
と
私
は
つ
れ
づ
ね
考
え
、
こ
の

プ
ラ
ン
に
大
変
興
味
を
も
っ
て
出
席
し
た
け
れ
ど
、
三
人
寄
れ
ば

か
し
ま
し
い
は
ず
の
女
の
子
た
ち
は
大
変
お
と
な
し
く
可
愛
ら
し

か
っ
た
。
私
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
変
な
女
子
大
生
観
な
ど
は

い
つ
。
へ
ん
に
ふ
っ
飛
ん
で
し
ま
い
、
話
し
出
す
の
に
少
し
戸
惑
っ

た
ぐ
ら
い
だ
。
そ
の
時
の
顔
が
右
の
写
真
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
横

か
ら
「
イ
ヤ
、
イ
ヤ
。
そ
の
顔
は
う
つ
る
な
顔
だ
よ
」
と
誰
か
が

ひ
や
か
し
た
。
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
彼
女
達
に
感
じ
た
私

は
、
ご
く
可
愛
ら
し
い
質
問
で
、
淡
点
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

な
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

正
田
さ
ん
は
黄
色
の
セ
ー
タ
ー
に
皮
の
ス
カ
ー
ト
、
今
泉
さ
ん

は
ピ
ン
ク
と
白
の
変
り
織
り
の
ス
ー
ツ
、
深
津
さ
ん
は
黄
色
の
ラ

フ
な
ス
ー
ツ
に
白
の
ブ
ー
ツ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
イ
カ
ス

女
の
子
だ
け
れ
ど
、
話
し
て
み
る
と
、
や
は
り
学
生
特
有
の
平
均

的
小
世
界
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

深今正☆
津泉田色

’
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き
く
人

向
井
修
二

腰

八
画
家
Ｖ

■

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鐸涜霧
ニヰ廿凸

騨静爵･認
患識群

､説麹璽．

加起 . .

･ ･ 罫

リ ラックスインタビュー

深津美保子さん（2 1 才）
甲南大学２年

正田喜美子さん（2 0 才）
関西学院大学２年

今泉淳子さん（2 1 才）
神戸女学院大学3年

・
域
狛
凸
雰
』

幹
理
想
の
男
性

正
田
抱
擁
力
。
細
か
い
こ
と
を
い
ち
い
ち
私
に
相
談
す
る
よ
う

な
人
は
イ
ヤ
。
ど
ん
ど
ん
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
よ

う
な
人
が
い
い
わ
。

今
泉
抱
擁
力
が
あ
っ
て
、
私
が
い
く
ら
わ
め
い
て
も
そ
の
人
の

と
こ
ろ
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
精
神
的
に
大
き
な

支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
人
。

深
津
経
済
的
に
安
定
し
て
い
て
、
ケ
ン
カ
友
達
ゑ
た
い
で
、
抱

擁
力
の
あ
る
人
。
年
令
の
差
は
関
係
な
し
。

☆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

正
田
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な
人
は
イ
ヤ
。

今
泉
私
も
そ
う
だ
け
ど
、
仕
事
に
信
念
を
持
っ
て
い
て
イ
ヤ
味

っ
た
ら
し
く
な
い
男
性
。

深
津
私
達
と
は
別
の
世
界
の
人
。

☆
年
令

正
田
気
に
す
る
し
、
年
を
と
っ
た
ら
損
す
る
み
た
い
。

今
泉
気
が
つ
い
た
ら
は
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。

深
津
気
に
す
る
、
気
に
す
る
。

☆
ス
ポ
ー
ツ

正
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

今
泉
ゴ
ル
フ
。

深
津
私
は
し
な
い
わ
。

☆
お
酒

正
田
雰
囲
気
は
す
ご
く
好
き
。

今
泉
好
き
な
ん
で
す
け
ど
ビ
ー
ル
・
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ん
で
す
。

深
津
何
で
も
飲
め
っ
て
い
わ
れ
た
ら
飲
む
わ
。

☆
大
切
に
し
て
い
る
物

正
田
日
記

今
泉
自
分
で
作
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
承
。

深
津
想
い
出
の
あ
る
レ
コ
ー
ド
。

☆
ハ
プ
ニ
ン
グ

正
田
絵
の
具
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
り
し
て
一
人
で
イ
キ
が
っ
て
い

る
と
い
う
感
じ
。

今
泉
変
な
こ
と
を
し
て
シ
ョ
ー
ぶ
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

☆
画
家
の
イ
メ
ー
ジ

正
田
時
間
に
不
規
則
で
好
き
な
仕
事
を
し
て
す
ご
く
幸
せ
な
方

今
泉
友
達
に
あ
ん
た
気
を
付
け
な
さ
い
よ
と
い
わ
れ
る
感
じ
。

鋪
湧

屯

９

、
浄
詫
を
９
．
為
試
薙
Ｌ

浜
瞬
芋
と
＃
ロ
加
⑪
⑭
．

擢惑
溌蕊雷
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☆ ☆☆☆☆☆☆☆ 謹賀新年

写真は、昭和4 2 年1 1 月８日にスカイサントリー９階で開かれた
『4 2 年度阪神タイガース選手激励会およびフアンの集いの会』

☆☆☆☆☆☆☆☆

岳

藩聴

鍵議鍵，
揺墳灘

飲みほうだい(巽兇丁普竺一ﾙ)＋食べほうだい′<北欧風ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ料理>1,200円〈飲食税120円別〉
庭ヤレストラン 三宮交通センタービル9 階ＴＥＬ⑲3 7 0 5 ～６

拳

なごやかな
ムード

すぱらしい
眺望／ スカイ特コトリ

今
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ＯＣＢ加盟店
年中無休

坂上 . 太佳子

神戸市生田区中山手通１丁目１１０
ＰＨＯＮＥ〈３３＞５５４３．７８３１

露

こんにちはノブ零です
ことしもかわいがってね

蕊; 蕊講孟議露f 蕊謹蕊デー湾……雫零…調鱒雫…踊蕊蕊鋼一藍

“ＭＹＰＡＣＥＩＮＰＬＡＩＮＷＡＹ”
〈ノブ＊クラブ》は、洋酒とお食事のクラブです

営業時間ＰＭ５：００～ＡＭ２：００

〃＊ ６|JⅧ
ノブ＊クラブ( 三輪ノブ映) ＝ノブ興業株式会社チェーン
神戸市生田区北長狭通り１丁目４Ｉ生田新追ｉ

＜チェリービル３Ｆ＞ＴＥＬ < ３９＞２１７３
姉妹店お茶う資の店．宮城 " 同様可愛がって下さいませ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



い
た
後
、
村
田
真
珠
の
村
田
は

ま
え
社
長
、
村
田
登
志
子
重
役
、

中
村
文
彦
重
役
の
ほ
か
振
袖
姿

の
女
子
社
員
に
迎
え
ら
れ
旧
交

を
暖
め
た
。

歓
迎
会
パ
ー
テ
ィ
ー
は
本
社

の
港
を
の
ぞ
む
芝
生
の
日
本
庭

園
で
開
か
れ
、
神
戸
市
か
ら
は

有
岡
助
役
、
菊
池
経
済
局
長
、

ま
た
、
田
中
寛
次
神
戸
新
聞
社

長
、
安
倍
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
社
長
、
佐
谷
商
議
所
専
務
理

事
、
土
井
神
戸
市
婦
人
協
議
会

長
な
ど
百
名
に
ミ
ス
神
戸
の
お

嬢
さ
ん
た
ち
が
花
を
そ
え
て
親

善
・
〈
－
テ
ィ
ー
が
な
ご
や
か
に

開
か
れ
た
。
余
興
に
サ
ン
ジ
エ

ゴ
の
邦
舞
シ
ョ
ー
で
人
気
も
の

だ
っ
た
花
柳
芳
恵
一
子
さ
ん
、

村
田
真
理
子
さ
ん
の
民
踊
と

花
隈
ゲ
ー
シ
ャ
ガ
ー
ル
ズ
の
美

し
い
民
踊
に
盛
ん
な
拍
手
が
送

Ｉ

'．

’
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江
一
シ
ョ
ッ
プ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
一

江
一
☆
〃
田
崎
真
珠
〃
で
は
、
十
一
月
二
十
一

一
四
・
二
十
五
日
の
一
一
日
間
、
オ
リ
エ
ソ
ー

》
一
》
い
》
伝
》
唾
嘩
穂
垂
榊
帳
帰
》
蝿
鉦
一

一
と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。
恒
例
の
〃
オ
ー

〈
－
１
ル
ー
一
割
引
き
お
買
得
品
コ
ー
ナ
ー
″
一

》
Ⅱ
群
》
》
砕
罪
》
封
》
椎
》
》
》
』
》
》
Ｅ

の
一
一
階
か
ら
五
階
ま
で
が
お
店
で
す
が
、
一

ン
一
一
階
・
一
一
一
階
は
テ
ー
ブ
ル
の
部
屋
、
二
一

弛
一
搾
十
》
部
》
》
唖
融
一
価
壱
鵡
飛
釧
卦
一

帰
一
☆
十
二
月
一
日
・
一
一
円
の
両
日
、
三
宮
ビ
ー

帰
一
ル
ー
一
階
に
お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
守
ハ
ー
ゲ
ー

ナ
ー
峰
弛
れ
紗
捗
唯
控
峨
ぽ
証
畦
岬
淀
ゆ
畑
一

一
〃
ヨ
シ
オ
カ
″
〃
ス
ギ
ヤ
″
〃
渡
辺
″
一

一
〃
タ
ジ
マ
″
〃
オ
カ
ダ
″
〃
エ
ス
タ
ー
一

一
ニ
ュ
ー
ト
ン
″
〃
シ
ラ
サ
″
の
各
店
が
一

呼
一
蜂
帥
酒
誕
評
誇
準
画
却
睡
唯
↑
吐
榊
丸
一

れ
一
☆
真
珠
・
毛
皮
・
舶
来
婦
人
服
装
の
店
一

坪
一
小
睡
眠
汐
対
睡
率
付
迄
岨
誌
詣
碑
圭
岬
一

品
一
楓
の
問
を
会
場
に
、
真
珠
・
毛
皮
・
舶
一

酢
一
来
婦
人
服
装
雑
貨
の
特
別
展
示
会
を
開
一

氏
一
催
し
ま
し
た
。
同
時
に
ミ
ー
ー
の
女
王
マ
ー

光
一
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ト
の
新
作
を
展
示
し
、
一

群
一
捧
鋤
確
劫
睦
峰
唖
枠
奉
九
華
咋
ア
〃
が
一

一
十
一
月
二
十
九
日
、
〃
サ
ン
ト
ァ
ビ
ル
一

一
〃
一
階
に
新
築
開
店
し
ま
し
た
。
店
内

一
の
照
明
は
七
五
○
ル
ッ
ク
ス
で
明
る
く

一
お
子
様
連
れ
で
も
ゆ
っ
た
り
お
買
物
を

比
一
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
く
楽
し
い
お

首
・
店
で
す
。
オ
ー
プ
ン
台
や
ハ
ン
ガ
ー
も

ス
ー
多
く
な
り
、
よ
り
お
求
め
や
す
ぐ
な
っ

・
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ど
う
ぞ
。

な
・
．
☆
〃
本
高
砂
屋
″
で
は
十
一
一
月
十
五
日

ん
一
阪
急
三
宮
駅
西
口
に
和
風
茶
寮
〃
杉
〃

哩
一
を
開
店
し
ま
し
た
。
和
菓
子
、
お
茶
、

ら
一
お
し
る
こ
、
お
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
純
日
本

準
一
》
》
缶
》
》
》
卦
帳
岬
帝
識
峠
叩
陸
風

－
田
中
一
光
（
東
京
在
住
）
氏

の
デ
ザ
イ
ン
作
品
、
ま
た
労
音

の
ポ
ス
タ
ー
、
産
経
能
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
氏
の
シ
ャ
ー
プ
な

作
品
を
展
示
し
て
話
題
を
呼
ん

だ
。
田
中
一
光
氏
の
作
品
は
皿

月
末
ま
で
展
示
さ
れ
新
年
か
ら

は
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
展

示
で
神
戸
っ
子
の
眼
を
楽
し
ま

せ
る
そ
う
だ
。

☆
ム
ラ
タ
真
珠
本
社
へ

サ
ン
ジ
エ
ゴ
親
善
使
節
団

来
社ムラ

タ
真
珠
Ｋ
Ｋ
は
、
ア
メ

リ
カ
の
サ
ン
ジ
エ
ゴ
へ
真
珠
の

Ｐ
Ｒ
を
か
ね
て
日
本
村
を
三
年

前
に
設
け
、
海
女
の
実
演
や
邦

舞
シ
ョ
ー
、
茶
席
な
ど
を
開
い

て
日
本
文
化
の
紹
介
を
続
け

て
、
避
暑
地
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。この

程
、
サ
ン
ジ
エ
ゴ
市
が

横
浜
市
と
姉
妹
提
携
十
周
年
を

記
念
し
て
、
親
善
使
節
団
が
来

日
。
こ
れ
を
機
に
日
本
村
で
お

な
じ
ゑ
深
い
神
戸
の
村
田
真
珠

本
社
（
山
本
通
六
丁
目
）
へ
、

使
節
団
が
京
都
な
ど
関
西
旅
行

の
足
を
の
ば
し
て
、
十
月
二
十

六
日
立
寄
っ
た
。

使
節
団
一
行
記
名
）
は
神
戸

市
と
神
戸
商
工
会
議
所
へ
出
向

村田本社のガーデンパーティー

ら
れ
、
ま
た
天
ぷ
ら
、
焼
鳥
、

灘
の
酒
を
味
わ
っ
て
、
真
珠
を

お
ゑ
や
げ
に
、
日
本
ム
ー
ド
を

た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ
。

☆
同
月
堂
さ
ん
ち
か
茶
寮
で
津

高
和
一
、
田
中
一
光
氏
の
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
展
示

ラ
ジ
オ
関
西
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
前
に
あ
る
、
風
月
堂
の

さ
ん
ち
か
茶
寮
は
、
和
風
喫
茶

で
人
気
を
呼
ん
で
い
る
が
、
壁

面
を
利
用
し
て
風
月
堂
独
自
の

企
画
で
、
９
月
１
日
オ
ー
プ
ン

か
ら
２
カ
月
は
津
高
和
一
氏
の

作
品
を
展
示
。
ま
た
引
き
つ
づ

い
て
ｎ
月
１
日
か
ら
は
、
神
戸

労
音
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
神
戸

っ
子
に
な
じ
ゑ
深
い
デ
ザ
イ
ナ

神
戸
百
店
会
だ
よ
り出迎える手前は村田はまえ社長

蕊蕊
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, ‐一通評－週零頓’

: 獣…緬
物．，撰癒､

輯灘

☆
「
一
○
○
年
の
詩
集
Ｉ
兵
庫
の
ほ
と
ん
ど
が
顔
を
見
せ
、
報
で
な
く
一
般
の
神
戸
っ
子
に
も

・
神
戸
詩
人
の
歩
み
」
刊
行
を
道
関
係
者
も
か
け
つ
け
て
な
ど
必
携
書
で
あ
る
。

記
念
し
て
「
一
○
○
年
の
詩
集
や
か
な
一
日
を
す
ご
し
た
。
刊
☆
ウ
ル
グ
ァ
イ
領
事
館

デ
ー
」
開
か
る
行
し
た
「
一
○
○
年
の
詩
集
Ｉ
一
時
閉
鎖
さ
る

文
化
都
市
神
戸
で
最
も
多
く
兵
庫
・
神
戸
詩
人
の
歩
み
」
は
神
戸
で
す
っ
か
り
お
な
じ
承

メ
ン
バ
ー
を
有
す
る
詩
人
の
仲
詩
の
同
人
誌
「
蜘
味
」
の
編
集
に
な
っ
て
い
た
ウ
ル
グ
ァ
イ
領

間
が
一
年
前
か
ら
編
集
に
取
り
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
中
村
隆
、
事
館
が
、
十
一
月
十
五
日
で
一

組
ん
で
い
た
「
一
○
○
年
の
詩
君
本
昌
久
、
伊
勢
田
史
郎
、
安
時
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
れ
は
領
事

集
ｌ
兵
庫
・
神
戸
詩
人
の
歩
み
水
稔
和
各
氏
の
手
に
よ
る
も
の
の
臼
。
８
Ｈ
伊
昌
の
○
“
○
さ
ん

」
（
一
一
九
○
．
ヘ
ー
ジ
、
五
五
○
で
、
出
版
元
は
日
東
館
。
（
釣
）
が
休
暇
を
と
っ
て
本
国

円
）
が
こ
の
ほ
ど
刊
行
。
そ
れ
明
治
ｌ
大
正
ｌ
昭
和
戦
前
Ｉ
に
帰
っ
た
が
、
そ
の
間
約
十
ヶ

十
一
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
麺
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
風
の
変
を
教
え
た
り
し
て
す
っ
か
り
神

一
一
一
宮
セ
ン
タ
ー
街
東
入
口
に
あ
遷
、
時
代
の
流
れ
も
適
確
に
編
戸
の
人
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

る
ミ
ャ
ワ
キ
ビ
ル
５
階
の
市
民
集
さ
れ
て
い
る
。
語
学
が
大
好
き
で
八
ヶ
国
語

同
友
会
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
編
集
に
あ
た
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
喋
れ
る
と
い
っ
た
才
能
の

こ
の
日
、
神
戸
の
詩
人
た
ち
の
一
人
、
君
本
昌
久
氏
の
話
で
持
主
の
領
事
は
、
帰
国
し
て
か

認
‐
’
‘
．
。
…
‐
．
．
‘
．
ｑ
い
郵
酔
訟
緯
時
吃
宅
風
署
つ
禰
印
！
‐
。
．
』

を
記
念
し
て
即
売
と
交
歓
会
巻
一
氏
な
ど
全
国
的
に
有
名
な
神
戸
に
来
て
以
来
、
妹
さ
ん
、
と

「
一
○
○
年
の
詩
集
デ
ー
」
が
詩
人
の
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
五
年
四
ヶ
月
滞
在
し
た
わ
け
だ

さ
る
十
一
月
一
一
十
一
日
、
午
前
単
に
神
戸
詩
人
の
作
品
集
だ
が
、
神
戸
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語

‐

１００年の詩集デーに集った神戸の詩人たち

昭
和
戦
後
と
四
部
に
分
か
れ
て
月
の
後
任
が
決
ら
な
か
っ
た
た

お
り
、
神
戸
に
お
け
る
六
十
五
め
一
時
閉
鎖
と
い
う
形
を
や
む

人
の
詩
人
た
ち
の
作
品
で
構
成
な
く
と
っ
た
も
の
。

さ
れ
て
ハ
る
。
領
事
は
一
九
六
一
一
年
八
月
に

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
組
合

神
戸
教
会
讃
美
歌
」
が
は
じ
め

て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
三
木
露

風
、
富
田
砕
花
、
竹
中
郁
、
足
立

さ
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
ま
っ
た
く
未
公
開
露
ず
醗

碑
俸
毒
密
鍬
梱
呼
雷
詞
鑑
》
鉦
塞
肘
荊

は
作
品
お
よ
び
詩
人
の
略
歴
が

一
番
苦
労
し
た
こ
と
で
、
調
べ

て
い
く
う
ち
に
い
ろ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
も
出
く
わ
し
た
そ
う

だ
。
た
と
え
ば
略
歴
で
は
、
詩

人
と
い
う
性
格
柄
、
不
明
と
す

る
者
が
多
く
、
昭
和
期
に
入
っ

て
か
ら
は
三
人
も
の
詩
人
が
交

通
事
故
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と

も
判
明
し
、
激
動
す
る
社
会
情

勢
の
影
響
も
よ
く
わ
か
る
。

と
も
か
く
詩
の
愛
好
者
だ
け

兵
庫
県
に
発
祥
し
た
〃
誕
生
日
あ
り

が
と
う
運
動
″
は
今
や
大
き
な
輪
と
な

っ
て
全
国
各
地
に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
ｏ
こ
の
運
動
は
三
○
○
万
人
の
〃

精
神
薄
弱
児
（
者
）
に
正
し
い
理
解
と

愛
情
を
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
心
身
と
も

に
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
る
私
た
ち
が
、

感
謝
の
気
持
を
こ
め
て
毎
年
や
っ
て
来

る
誕
生
日
を
機
会
に
献
金
を
し
、
精
薄

児
（
者
）
に
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
の

心
を
か
よ
わ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

発
足
し
て
二
年
八
ヶ
月
の
間
に
、
数

知
れ
な
い
善
意
の
方
た
ち
に
支
え
ら
れ

励
ま
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後

日本に名残りを惜しむ領事

誕
生
日

一
で
斗
鐸
華
琶
圭
仙
垂
蝿
鐸
杖
小
誌
萄
が

正
し
い
理
解
と
愛
情
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ｏ

☆
こ
の
運
動
へ
の
連
絡
は

神
戸
市
生
田
区
前
原
町
一
の
一

神
戸
市
立
室
内
小
学
校

一
門
同
闇
（
的
）
○
九
一
七
・
○
九
」
い
‐

あ
り
が
上
言
っ

9６

運
動

ひ
ろ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
自
発

的
奉
仕
者
）
活
動
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
に

は
大
阪
・
神
戸
両
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
合
同
ハ
イ
キ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
兵
庫
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
主

催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
十
月
よ

り
発
足
し
、
十
一
一
月
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
問
題
点
」
〃
ビ
ュ
ー
ロ
ー

へ
の
期
待
″
と
い
う
議
題
を
も
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
Ｏ

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
中
心
に
、
学
生
・
Ｏ
Ｌ
・
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
・
主
婦
・
な
ど
多
く
の
ご
協
力
を

得
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
方
の
正

し
い
理
解
を
得
る
た
め
に
本
部
で
は
努

力
し
て
い
ま
す
。

な
お
運
動
本
部
で
は
運
動
の
し
お
り

を
入
れ
る
箱
を
五
十
個
作
り
、
医
院
・

病
院
・
理
髪
店
な
ど
の
待
合
所
に
設
置

し
ま
す
の
で
、
世
間
一
般
の
方
に
読
ん

趣
唯
画
珍
露
唖
諦
霊
確
走
錨
劫
趣
計
錐
一
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き
は
じ
め
た
の
は
高
校
の
時
か

ら
。
作
品
は
も
う
五
、
六
十
点

に
な
っ
て
い
る
。

異
人
館
に
興
味
を
も
っ
た
の

は
、
建
物
が
日
本
館
で
な
く
そ

う
か
と
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
洋

館
で
も
な
い
、
そ
の
二
つ
の
ミ

ッ
ク
ス
し
た
点
で
、
と
く
に
板

べ
い
と
よ
ろ
い
窓
に
ひ
か
れ
る

と
い
う
。

休
日
を
ほ
と
ん
ど
制
作
に
費

し
て
い
る
と
い
う
だ
け
に
、
異

人
館
の
き
れ
い
に
見
え
る
時

間
、
天
気
、
季
節
な
ど
を
知
り

尽
し
て
描
か
れ
た
「
ヘ
ル
マ
ン

邸
」
「
風
見
の
館
」
「
し
ゃ
ち

ほ
こ
の
あ
る
家
」
「
北
野
通
り
」

な
ど
の
作
品
に
は
、
神
戸
っ
子

ら
外
務
省
で
働
く
と
同
時
に
労

働
大
学
の
英
語
の
教
師
も
す
る

と
い
う
。

神
戸
の
印
象
は
と
聞
く
と

「
ウ
ル
グ
ァ
イ
の
港
町
、
モ
ン

テ
ビ
デ
オ
と
気
候
や
感
じ
が
よ

く
似
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
日
本

の
女
性
は
ス
テ
キ
。
大
好
き
で

す
」
と
上
手
な
日
本
語
で
答
え

て
く
れ
た
。

約
十
カ
月
の
休
暇
が
終
っ
て

も
、
再
び
○
幽
○
領
事
が
日
本

に
来
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

だ
け
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の

生
徒
や
多
勢
の
関
係
者
達
は
船

内
で
領
事
と
別
れ
を
惜
し
ゑ
、

十
七
日
午
後
四
時
出
航
の
ル
イ

ス
号
で
帰
途
に
着
い
た
領
事
を

見
送
っ
た
。

☆
メ
キ
シ
コ
暮
し
の
中
西
画
伯

毎
日
Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ
る

神
戸
っ
子
に
親
し
み
深
い
二

紀
会
の
中
西
画
伯
が
渡
米
し
て

二
年
。
現
在
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
十
一
月

二
十
七
日
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
半
時
間
、
毎
日
Ｔ
Ｖ
〃
イ
ン

デ
ィ
オ
を
行
く
″
の
タ
イ
ト
ル

で
中
西
画
伯
夫
妻
の
メ
キ
シ
コ

・
フ
チ
タ
ン
で
の
生
活
が
編

集
、
放
映
さ
れ
た
。
ヒ
ゲ
の
中

西
画
伯
の
メ
キ
シ
コ
で
の
暮
し

は
、
画
伯
の
持
味
に
ぴ
っ
た
り

三菱ギャラリー作品前での徳永さん

メキシコでの中西画伯( テレビより）ン

が
お
目
見
得
し
た
の
に
お
気
づ

き
だ
ろ
う
。

こ
の
標
識
は
神
戸
市
土
木
局

道
路
部
補
修
課
が
建
て
た
も
の

で
高
さ
二
・
五
○
勝
。
道
路
標

識
は
う
す
グ
リ
ー
ン
、
著
名
地

点
名
称
標
識
は
色
で
日
本
字
と

英
字
で
書
か
れ
た
ハ
イ
カ
ラ
神

戸
に
ふ
さ
わ
し
い
し
ゃ
れ
た
も

の
。
全
国
的
に
は
す
で
に
建
て

ら
れ
て
い
る
同
じ
も
の
だ
が
神

一
Ｐ
で
は
は
じ
め
て
。

街
路
名
称
標
識
は
ト
ァ
・
ロ

ー
ド
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
京

町
通
、
大
開
通
、
神
若
通
、
花

隈
通
な
ど
二
○
本
、
著
名
地
点

案
内
標
識
は
相
楽
園
、
大
竜
寺

高
山
植
物
園
な
ど
十
本
だ
け
だ

が
、
同
課
の
話
で
は
、
い
い
名

称
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
つ
く
り

た
い
と
話
し
て
い
る
。

☆
異
人
館
の
作
品
展
開
か
る

神
戸
に
点
在
す
る
異
人
館
を

題
材
に
し
た
絵
の
個
展
が
、
十

一
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
の

間
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
の
三
菱

ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
か
れ
た
。
描
い

た
人
は
神
戸
市
立
宮
本
小
学
校

の
図
工
科
の
教
諭
、
徳
永
卓
磨

さ
ん
（
羽
才
）
で
展
示
さ
れ
た

作
品
は
、
デ
ッ
サ
ン
十
六
点
、

油
絵
二
点
。
徳
永
さ
ん
は
純
粋

の
神
戸
っ
子
で
、
異
人
館
を
描

で
メ
キ
シ
コ
人
と
見
違
え
そ
う

人
間
の
生
活
を
芸
術
が
ど
こ

ま
で
表
現
出
来
る
か
、
ほ
ん
も

の
は
何
か
を
見
出
そ
う
と
夫
妻

は
懸
命
だ
。
久
し
ぶ
り
に
尊
顔

を
観
賞
な
さ
っ
た
方
点
も
多
い

と
思
う
が
、
健
在
な
写
真
を
テ

レ
ビ
か
ら
写
し
た
の
で
紹
介
す

る
。
（
現
住
所
（
缶
砲
門
．
閉
）

愚
言
．
陰
昏
の
骨
ｚ
固
急

昌
○
”
侭
呂
Ｐ
①
ｚ
》
岡
．
ロ
・
の
・
缶
）

☆
町
角
に
新
し
い
案
内
標
識
が

お
目
見
え

さ
き
ご
ろ
か
ら
生
田
区
三
宮

近
辺
の
町
角
に
、
新
し
い
道
路

・
著
名
地
点
の
名
称
案
内
標
識新しくお目見えした

道路標識

9７

☆
ド
ラ
イ
ブ
・
メ
モ

川
口
陽
之
（
自
動
車
評
論
家
）

●
日
本
に
は
、
お
正
月
に
「
お
シ
メ
」

を
車
に
つ
け
る
習
慣
が
あ
る
。
そ
の
年

一
年
間
の
無
事
を
い
の
っ
て
、
フ
ロ
ン

ト
グ
リ
ル
に
「
シ
メ
ナ
ワ
」
を
飾
る
の

で
あ
る
。
お
正
月
の
交
通
事
故
も
、
案

外
多
い
が
、
「
お
シ
メ
」
を
つ
け
た
車

は
殆
ん
ど
事
故
を
、
や
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
違
反
す
る
も
の
も
少
な
い
。
と

い
う
こ
と
は
交
通
警
察
庁
い
つ
ば
ん
の

話
で
あ
る
。
車
の
「
お
シ
メ
」
は
、
そ

れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
に
、
つ
け
て
い

な
い
車
も
相
当
あ
る
。
日
本
に
住
ん
で

い
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、
お
正
月
に
こ
の

「
お
シ
メ
」
を
つ
け
る
の
を
楽
し
柔
に

し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
理
由
を
知

っ
て
、
た
い
そ
う
感
心
し
て
い
る
。
外

人
さ
え
も
、
一
年
間
の
安
全
を
ね
が
っ

て
、
く
っ
つ
け
る
「
お
シ
メ
」
を
日
本

の
マ
イ
カ
ー
族
は
、
全
員
が
つ
け
て
、

こ
の
一
年
間
の
事
故
を
う
ん
と
へ
ら
し

て
ほ
し
い
○
そ
う
い
え
ば
、
団
地
の
住

宅
に
は
、
神
棚
も
仏
だ
ん
も
な
い
家
庭

が
あ
る
。
こ
ん
な
家
の
人
ほ
ど
事
故
を

お
こ
し
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

●
今
冬
は
、
雪
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。

神
鍋
、
鉢
伏
、
戸
倉
な
ど
の
ス
キ
ー
場

は
、
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め

に
、
万
全
の
準
備
を
し
て
い
る
。
ス
キ

ー
に
車
で
行
く
場
合
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ

ー
ン
は
、
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
が
、
タ

イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
の
着
脱
に
は
ち
ょ
っ

と
し
た
要
領
が
い
る
の
で
、
は
じ
め
て

の
人
は
、
出
発
前
に
、
一
度
は
練
習
を

し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
Ｏ
チ
ェ
ー
ン
を

ま
い
て
も
、
雪
の
の
ぼ
り
坂
で
は
、
後

輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
尻
ふ
り
ダ
ン
ス

を
す
る
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
、
ス
キ

ー
ぐ
つ
な
ど
重
た
い
も
の
は
す
て
て
、

リ
ヤ
ー
ト
ラ
ン
ク
に
お
し
こ
ん
で
、
車

の
後
部
に
う
ん
と
重
量
を
か
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
ス
リ
ッ
プ
す
る
と
き
は
、
前
座
席

は
、
運
転
者
一
人
だ
け
に
し
て
、
後
座

席
に
、
三
人
位
つ
め
こ
ん
で
の
ぼ
る
こ

と
だ
。
ア
ベ
ッ
ク
の
場
合
で
も
、
雪
の

坂
道
は
、
恋
人
を
か
な
ら
ず
、
後
部
座

席
に
移
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
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東急本店の６階メンズストリート

リ
ザ
ペ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
、
リ
チ
ャ
ー
ド

の
目
が
感
じ
ら
れ
た
が
、
徳
永

さ
ん
は
「
学
生
時
代
を
過
ご
し

た
金
沢
が
、
古
い
も
の
を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
余
裕
が
あ
る

の
に
比
べ
る
と
、
神
戸
は
人
為

的
に
そ
れ
ら
を
壊
し
て
い
る
よ

う
だ
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
そ

う
に
語
っ
て
い
た
。

☆
東
急
百
貨
店
本
店
が
誕
生

神
戸
の
お
店
も
六
店
進
出

東
急
百
貨
店
本
店
が
東
京
・

渋
谷
に
完
成
し
、
十
一
月
一
日

よ
り
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ

は
延
面
積
四
二
、
五
八
○
平
方

周
、
地
上
八
階
、
地
下
三
階
塔

屋
三
階
と
い
う
規
模
の
近
代
的

様
式
の
百
貨
店
で
あ
る
。
今
ま

で
渋
谷
駅
前
に
あ
っ
た
本
店

は
、
東
横
店
と
改
称
。
新
し
い

本
店
は
、
渋
谷
駅
の
〃
忠
犬
ハ

チ
公
″
の
像
の
と
こ
ろ
か
ら
、

一
○
○
脚
先
の
栄
通
り
に
、
そ

の
モ
ダ
ー
ン
な
姿
を
見
せ
て
い

る
。

花時計神
戸
文
化
の
ビ
ジ
ョ
ン

文
化
不
毛
の
地
、
神
戸
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
言

葉
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

論
議
が
わ
い
た
。
文
化
人
も

相
集
っ
て
、
神
戸
の
文
化
を

進
め
る
会
な
ど
も
も
た
れ
た

し
、
兵
庫
県
の
美
術
館
建
設

’
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店
内
の
設
備
や
レ
イ
ア
ウ
ト

も
す
ば
ら
し
く
、
明
か
る
く
、

広
食
と
し
た
店
内
は
ゆ
っ
た
り

と
落
着
い
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
神
戸
の
お
店
で
は
、
神
戸

シ
ャ
ツ
、
う
ネ
、
元
町
バ
ザ
ー

ョ
シ
オ
カ
、
ち
ん
が
ら
屋
、
セ

リ
ザ
ワ
な
ど
が
進
出
し
、
日
本

中
か
ら
集
ま
っ
た
一
流
店
ば
か

り
の
中
で
、
神
戸
っ
子
の
ハ
イ

セ
ン
ス
を
競
っ
て
い
る
。

に
つ
い
て
も
文
化
運
動
が
展

開
さ
れ
、
そ
の
稔
り
も
あ
っ

た
。
ｌ
文
化
不
毛
と
い
う

言
葉
は
も
う
そ
ろ
そ
ろ
返
上

し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
文

化
不
毛
と
い
う
こ
と
は
文
化

施
設
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
る
。

神
戸
市
の
文
化
度
は
全
国

的
に
ゑ
て
非
常
に
高
度
で
あ

っ
て
、
さ
す
が
に
国
際
都
市

ら
し
い
世
界
的
ス
ケ
ー
ル
を

誇
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
文
化

不
毛
と
い
う
言
葉
が
誤
解
を

生
ん
で
悩
ま
さ
れ
る
。

神
戸
の
都
市
文
化
の
ビ
ジ

バ
ー
ト
ン
の
他
ア
レ
ッ
ク
ギ
ネ
ス
、

☆
神
戸
市
成
人
お
祝
い
の
会
に

大
阪
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

神
戸
市
と
神
戸
教
育
委
員
会

で
は
、
あ
す
の
〃
大
神
戸
″
を

支
え
る
源
動
力
「
新
成
人
」
の

お
祝
い
の
会
を
、
一
九
六
八
年

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
開

催
す
る
。

当
日
は
、
午
前
八
時
開
場
、

九
時
開
演
で
、
場
所
は
市
立
中

央
体
育
館
。
参
加
申
込
み
は
、

、
昭
和
二
十
三
年
中
に
出
生
の
神

戸
市
民
に
限
ら
れ
る
。
申
込
方

法
は
、
往
復
〈
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
明

記
（
復
片
に
も
必
ず
住
所
、
氏

名
を
明
記
の
こ
と
）
の
う
え
、

神
戸
市
教
育
委
員
会
教
育
課

（
生
田
区
加
納
町
六
ノ
セ
）
あ

て
申
込
み
の
こ
と
。
折
返
し
入

場
整
理
一
券
が
送
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
締
切
り
は
一
月
八
日
（
当

日
消
印
有
効
）
で
先
着
五
千
名

に
限
り
招
待
さ
れ
る
。

ヨ
ン
を
は
や
く
う
ち
た
て
て
基

国
際
都
市
の
文
化
に
ふ
さ
わ
一

し
い
施
設
を
市
民
の
衆
智
を
一

あ
つ
め
て
こ
し
ら
え
る
べ
き
一

だ
と
考
え
る
。
山
あ
り
海
の
一

あ
る
港
町
だ
か
ら
衆
智
を
あ
一

つ
め
れ
ば
き
っ
と
い
い
も
の
一

が
出
来
る
だ
ろ
う
。
神
戸
の
一

文
化
度
は
高
い
の
だ
か
ら
い
一

い
加
減
な
も
の
は
や
め
て
し
一

ま
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
一

を
考
え
創
ら
な
い
と
市
民
と
一

遊
離
し
て
し
ま
う
こ
と
忘
れ
一

て
は
な
ら
な
い
。

八
Ｙ
Ｖ
－

主
演
は
、
「
予
期
せ
ぬ
出
来
事
」
「
バ

ー
ジ
ー
ー
ア
・
ウ
ル
ブ
な
ん
か
こ
わ
く
な

い
」
「
ジ
ャ
ジ
ャ
馬
な
ら
し
」
な
ど
、

い
よ
い
よ
共
演
に
油
が
の
っ
て
来
た
エ

「
危
険
な
旅
路
」

か
つ
て
は
、
カ
リ
ビ
ア
の
楽
園
と
し

て
栄
え
た
ハ
イ
チ
も
、
共
和
国
と
は
名

ば
か
り
で
、
終
身
大
統
領
デ
ュ
パ
リ
エ

の
独
裁
の
も
と
、
彼
の
秘
密
警
察
が
暴

威
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
今
は
訪
れ
る

人
も
な
い
恐
怖
の
地
と
化
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
物
情
騒
然
た
る
ハ
イ
チ

を
背
景
に
、
遇
然
め
ぐ
り
会
っ
た
一
群

の
男
女
が
お
り
な
す
、
夢
と
、
怒
り
と

暴
力
と
、
決
断
の
烈
し
い
多
彩
な
ド
ラ

マ
で
あ
り
、
ま
た
、
互
い
に
求
め
合
い

な
が
ら
結
ば
れ
得
な
い
、
悲
痛
な
不
倫

の
恋
の
物
語
。

監
督
が
「
ベ
ヶ
ッ
ト
」
な
ど
の
ピ
ー

タ
ー
・
グ
レ
ン
ビ
ル
。

☆
民
◎
国
因
ム
ー
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

。
フ
ォ
ー
ド
、
リ
リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ

グ
ロ
ー
リ
ア
・
フ
ォ
ス
タ
ー
は
じ
め
、

一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
黒
人
舞
台
俳
優
た
ち

が
好
演
し
て
い
る
。

八
富
の
旨
映
画
配
給
・
二
時
間
三
十

一
一
分
Ｖ
十
一
一
月
三
十
日
よ
り
新
聞
会
館

大
劇
場
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開

ピ
ー
タ
ー
・
ユ
ス
テ
ィ
ノ
フ
、
ポ
ー
ル
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ド
ー
ソ
と
鳴
っ
て
地
べ
た
を
蹴
り

中
空
で
バ
ー
ン
と
ア
ク
ビ
を
す
る
の
は

ド
ン
・
ハ
ン
だ
。

か
ぎ
り
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
は

。
ハ
チ
・
ハ
チ
だ
。

そ
い
つ
を
聞
き
と
め
て
い
る
の
は

ぼ
く
ひ
と
り
だ
。

鳥
だ
っ
て
ま
だ
知
り
は
し
な
い
。

（
昭
和
三
十
八
年
『
ド
ン
・
ハ
ン
・
〈
チ
。
ハ
チ
』
か
ら
）

ギュ宮缶

0０

足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。

剣

償
‐
ン
パ
ン

パ
チ
パ
チ

ぼ
く
の
正
月
の
記
憶
は
、
神
．
川
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

神
戸
に
漂
着
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
、
満
九
歳
の
と
き
で
あ

る
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
そ
れ
ま
で
の
正
月
の
記
憶
は
ま
っ
た
く

な
い
。小

学
校
の
一
年
ま
で
は
東
京
に
い
た
。
そ
の
翌
年
は
長
崎
に
住

ん
だ
。
だ
か
ら
、
東
京
と
長
崎
の
正
月
の
記
憶
が
残
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
。
か
す
か
な
影
の
よ
う

な
も
の
さ
え
も
な
い
の
で
あ
る
。

神
戸
に
移
っ
た
の
は
、
四
月
の
第
一
学
期
は
じ
め
だ
っ
た
か
ら
、

４
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正
月
の
記
憶
は
そ
の
翌
年
、
大
正
十
二
年
が
最
初
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
関
東
大
震
災
の
翌
年
に
あ
た
る
。

ぼ
く
を
引
き
取
っ
て
養
っ
て
く
れ
た
伯
父
の
家
は
、
生
田
神
社

の
東
門
筋
、
下
山
手
通
一
丁
目
十
九
の
八
に
あ
っ
た
。
市
電
中
山

手
一
丁
目
の
停
留
所
の
浜
側
に
は
三
角
形
状
の
理
髪
店
が
あ
っ

て
、
ぼ
く
た
ち
は
「
三
角
帳
場
」
と
よ
び
な
ら
わ
し
て
い
た
。
そ

の
前
の
ゆ
る
や
か
な
坂
を
く
だ
る
と
、
す
ぐ
東
側
に
は
市
場
へ
は

い
る
露
路
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
り
す
ぎ
て
く
だ
る
と
、
古
川
書
店
、

都
賀
写
真
館
な
ど
が
あ
る
。
や
が
て
、
西
側
に
は
生
田
神
社
の
東

門
が
あ
ら
わ
れ
て
、
森
が
く
る
ぐ
ろ
と
し
た
緑
を
天
へ
ひ
ら
い
て

い
る
。
東
門
を
数
軒
く
だ
っ
た
西
側
の
と
ら
や
薬
局
が
、
伯
父
の

店
で
あ
り
、
住
ま
い
で
あ
っ
た
。
左
ど
な
り
は
神
戸
屋
。
ハ
ン
店
、

右
ど
な
り
は
洋
家
具
店
、
む
か
い
は
牛
肉
屋
と
中
国
人
の
理
髪
店

で
、
そ
の
あ
い
だ
は
穴
門
に
な
り
、
く
ぐ
る
と
市
場
が
た
て
こ
ん

で
い
て
、
夕
方
に
な
る
と
ど
の
店
か
ら
も
「
買
い
な
は
れ
、
ど
う

や
」
と
い
う
呼
び
声
の
リ
フ
レ
ー
ン
が
あ
ふ
れ
る
。

そ
の
あ
た
り
は
、
い
ま
は
キ
ャ
、
ハ
レ
ー
や
琴
ハ
ー
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
そ
ん
な
も
の
は
一
軒
も
な
か
っ
た
し
、

道
さ
え
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
は
な
く
、
馬
力
と
よ
ぶ
馬
車
が
馬
フ

ン
を
残
し
な
が
ら
通
っ
て
い
た
。

伯
父
の
店
に
は
大
き
な
ト
ラ
の
看
板
が
か
か
り
、
そ
れ
が
二
階

の
窓
を
す
っ
か
り
ふ
さ
い
で
い
た
。
そ
の
二
階
で
、
ぼ
く
は
母
が

た
の
祖
母
と
母
の
独
身
の
姉
と
寝
る
。
そ
こ
に
も
薬
品
や
脱
脂
綿

が
積
象
あ
げ
て
あ
り
、
い
つ
も
薬
の
に
お
い
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い

た
。
オ
キ
シ
フ
ル
・
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
・
シ
ョ
ウ
ノ
ウ
・
漢
方
薬
が

い
り
ま
じ
っ
た
、
奇
妙
な
、
し
承
つ
く
よ
う
な
に
お
い
で
あ
っ
た
。

大
承
そ
か
、
寝
る
の
は
た
い
て
い
午
前
一
時
に
な
っ
た
。
店
を

し
め
て
か
ら
集
金
の
勘
定
、
店
の
掃
除
を
し
、
売
り
台
か
ら
薬
局
、

台
所
ま
で
お
鏡
を
か
ざ
り
、
自
転
車
に
も
し
め
か
ざ
り
を
す
る
。

そ
れ
か
ら
、
伯
母
た
ち
は
雑
煮
の
準
備
、
正
月
料
理
に
か
か
る
の

だ
っ
た
。

子
ど
も
は
早
く
寝
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
眠
っ
た
か
と
思
う
と
、

ド
ン
。
〈
ン
と
。
〈
チ
・
〈
チ
の
音
で
か
な
ら
ず
目
が
さ
め
た
。
そ
れ
は

ト
ラ
の
看
板
の
し
た
の
表
通
り
か
ら
お
こ
る
。
爆
発
す
る
。

ド
ン
。
〈
ン
も
．
ハ
チ
・
〈
チ
も
爆
竹
の
一
種
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
紅

色
か
真
黄
の
紙
の
筒
だ
。
ド
ン
・
〈
ン
は
大
き
な
ロ
ー
ソ
ク
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
地
面
に
立
て
て
、
シ
ン
に
あ
た
る
と

こ
ろ
に
火
を
つ
け
る
と
、
ド
ー
ン
と
い
う
音
と
い
っ
し
ょ
に
空
め

が
け
て
か
け
あ
が
り
、
．
〈
－
ン
と
は
じ
け
る
。
そ
う
な
る
よ
う
に

火
薬
が
つ
め
て
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
ド
ン
・
ハ
ン
に
は
、
大
小
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
太
い
の
は
サ
イ
ダ
ー
び
ん
ほ
ど
も
あ
る
。
も

っ
と
も
、
そ
ん
な
の
は
値
も
高
く
、
と
て
も
子
ど
も
に
は
手
が
州

ず
、
近
所
の
気
前
の
い
い
に
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
打
ち
あ
げ
て
見
せ

て
く
れ
る
の
が
つ
れ
だ
。

。
ハ
チ
。
ハ
チ
も
ド
ン
・
ハ
ン
と
お
な
じ
ロ
ウ
ソ
ク
形
を
し
て
い
る
け

れ
ど
、
う
ん
と
小
さ
い
。
火
を
つ
け
て
投
げ
る
と
．
ハ
チ
ッ
／
、
と
は

じ
け
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ド
ン
。
〈
ン
よ
り
も
音
は
す
る
ど

い
○．

ハ
チ
パ
チ
は
紙
の
シ
ン
を
た
ば
ね
て
一
包
承
に
な
っ
て
い
る
。

ぼ
く
た
ち
は
そ
れ
を
ひ
と
つ
ず
つ
ほ
ど
い
て
は
、
ひ
と
つ
ず
つ
鳴

ら
す
が
、
に
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
た
ぱ
の
ま
ま
に
火
を
つ
け
る
。
す

る
と
、
一
包
承
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
は
じ
け
る
。
オ
モ
チ
ャ
の
軽
機
関

銃
の
音
に
似
て
、
鳴
り
つ
づ
け
る
。

そ
の
ド
ン
。
ハ
ン
と
。
ハ
チ
・
ハ
チ
が
表
通
り
で
鳴
る
。
ぼ
く
は
目
を

さ
ま
す
。
し
か
し
、
窓
の
そ
と
は
ま
っ
く
ら
だ
。
寝
床
の
な
か
で

じ
１
つ
と
、
爆
竹
の
音
を
聞
く
。
す
る
と
、
な
ぜ
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
く
る
。
表
通
り
に
と
び
だ
し
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。
そ
れ
を
布

の
よ
う
に
辛
抱
し
て
い
る
。
そ
ん
な
に
早
く
起
き
だ
し
た
ら
、
伯

父
や
伯
母
に
叱
ら
れ
る
に
き
ま
っ
て
い
た
か
ら
。

も
う
、
眠
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ド
ン
・
ハ
ン
と
．
ハ
チ
・
ハ
チ
の
音

は
あ
ち
こ
ち
で
鳴
り
は
じ
め
、
そ
の
数
は
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
。
そ

れ
で
も
、
い
っ
せ
い
に
鳴
り
や
む
と
き
が
あ
る
。
す
る
と
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
淵
の
よ
う
な
深
い
静
か
さ
が
ひ
ろ
が
る
。

ぼ
く
が
爆
竹
を
知
っ
た
の
は
、
な
に
も
神
戸
が
は
じ
め
て
で
は

な
い
。
長
崎
で
、
と
っ
く
に
そ
の
音
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

長
崎
で
は
お
盆
の
夜
に
鳴
ら
し
た
。
家
族
は
拳
ん
な
墓
所
に
集
ま

り
、
た
ん
ね
ん
に
掃
除
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
飾
っ
て
灯
を
い
れ
、

重
箱
に
つ
め
た
ご
ち
そ
う
を
ひ
ら
く
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
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妾三雲毒
や

は
夜
お
そ
く
ま
で
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
墓
所
で
遊
ぶ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
正
月
に
は
爆
竹
を
鳴
ら
し
た
一
記
憶
が
な
い
。
雑
煮

を
た
べ
た
思
い
出
も
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
東
京
と
長
崎
で

の
ぼ
く
の
生
活
は
流
浪
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

そ
れ
で
、
神
戸
の
母
方
の
実
家
に
引
き
取
ら
れ
た
と
き
は
「
漂
着
」

と
い
う
気
分
に
近
か
っ
た
。

ド
ン
・
〈
ン
が
鳴
っ
て
か
ら
の
時
間
は
、
お
そ
ろ
し
く
長
い
も
の

で
あ
っ
た
。
窓
は
な
か
な
か
、
あ
か
る
く
な
ら
な
い
ｏ
や
が
て
、

生
田
さ
ん
の
森
の
ほ
う
で
烏
の
声
が
は
じ
ま
る
。
窓
に
は
う
す
あ

か
り
が
に
じ
ゑ
、
急
速
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
伯
母
も

祖
母
も
寝
入
っ
た
ま
ま
、
な
か
な
か
起
き
て
く
れ
そ
う
に
も
な
い
。

ぼ
く
は
寝
床
の
な
か
で
、
ひ
と
り
い
ら
だ
っ
た
ｏ

幽

Ｃ

液

ノー

罫戚
ラジ

／：

jｊ
. ､ ２戸

』

や
っ
と
、
み
ん
な
が
お
き
る
。
あ
た
ら
し
い
．
〈
ン
シ
と
シ
ャ
ツ

と
タ
ビ
を
も
ら
っ
て
、
か
ら
だ
に
つ
け
る
。
そ
れ
か
ら
、
雑
煮
に

な
る
。
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
を
カ
ッ
オ

ブ
シ
の
だ
し
で
よ
く
煮
た
す
ま
し
汁
に
、
別
に
ゆ
が
い
た
モ
チ
を

い
れ
、
そ
の
う
え
に
サ
ケ
か
塩
ブ
リ
の
ち
い
さ
な
切
り
身
と
、
別

に
煮
つ
け
た
ミ
ズ
ナ
を
の
せ
る
。
母
方
の
実
家
は
瀬
戸
内
海
の
生

口
島
の
出
身
で
、
そ
の
雑
煮
は
島
の
習
俗
ら
し
か
っ
た
。

お
わ
ん
に
モ
チ
を
一
一
つ
入
れ
る
。
年
の
数
だ
け
、
モ
チ
を
食
べ

な
い
と
弱
ミ
ソ
と
い
わ
れ
た
。
正
月
に
は
い
く
ら
モ
チ
を
食
べ
て

も
よ
く
、
食
べ
た
モ
チ
の
数
の
多
い
ほ
ど
「
マ
メ
」
で
あ
り
、
「

え
ら
い
や
つ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
ぼ
く
も

ず
い
ぶ
ん
ム
リ
を
し
て
、
年
の
数
だ
け
平
ら
げ
る
よ
う
努
力
し
た
。

壷

謬参； 識

「
』
且

■章 , 一

声
鵠

詞

’
0２
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義
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っ
黒
い
顔
に
目
じ
り
を
さ
げ
、
「
そ
う
で
つ
し
や
ろ
、
そ
う
で
し

や
ろ
」
ひ
と
り
合
点
を
く
り
か
え
し
た
。

小
学
校
の
拝
賀
式
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
の
イ
ワ
オ
が
か
な

ら
ず
ド
ン
・
〈
ン
の
で
っ
か
い
の
を
打
ち
あ
げ
て
く
れ
る
。
給
金
を

は
た
い
て
、
特
大
を
買
う
ら
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
や
い
と

こ
や
近
所
の
子
を
円
陣
に
集
め
、
そ
の
ま
ん
な
か
で
火
を
つ
け
る
。

「
よ
う
見
と
れ
黒
よ
う
見
と
れ
よ
」

イ
ワ
オ
は
な
ん
ど
も
そ
う
い
い
、
円
陣
の
子
ど
も
た
ち
の
顔
を

ひ
と
り
ひ
と
り
な
め
ま
わ
す
よ
う
に
し
て
眺
め
、
ゆ
っ
く
り
線
香

で
火
を
つ
け
た
。

・
ハ
ー
ン
と
頭
上
で
は
じ
け
た
と
き
、
イ
ワ
オ
は
ニ
ヤ
リ
と
ひ
と

り
笑
い
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
口
を
つ
む
ぐ
が
、
そ
の
と
き
は
も

う
怒
っ
て
い
る
よ
う
に
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
い
る
。

水
雷
艇
と
い
う
爆
竹
が
売
り
だ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と

き
も
イ
ワ
オ
は
ま
つ
さ
き
に
買
い
、
子
ど
も
た
ち
を
か
き
集
め

た
。
ド
ン
・
ハ
ン
に
長
い
竹
が
つ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

火
を
つ
け
る
と
、
空
を
火
矢
の
よ
う
に
と
ぶ
。

そ
の
と
き
は
元
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
東
門
筋
の
店
屋
は
ゑ
ん
な

戸
を
し
め
、
い
つ
も
と
ち
が
っ
て
ま
っ
く
ら
で
あ
っ
た
。

「
よ
う
見
と
れ
典
よ
う
見
と
れ
よ
」

イ
ワ
オ
は
叫
ん
だ
。
火
を
つ
け
た
。

水
雷
艇
は
シ
ュ
ッ
と
い
っ
た
か
と
思
う
と
、
流
星
の
よ
う
な
も

の
が
夜
空
を
と
ん
で
、
す
ぐ
消
え
た
。
そ
の
と
き
も
、
イ
ワ
オ
は

ふ
き
げ
ん
で
あ
っ
た
。

ぼ
く
が
中
学
に
は
い
る
こ
ろ
、
イ
ワ
オ
は
店
を
や
め
た
。
日
華

事
変
が
始
ま
る
す
こ
し
前
、
イ
ワ
オ
は
紙
芝
居
の
お
っ
さ
ん
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
を
聞
い
た
。
な
に
か
の
は
ず
承
に
、
伯

母
が
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
か
ら
、
ぼ
く
は
紙
芝
居
の
お
っ
さ
ん
に
気
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
自
転
車
の
う
し
ろ
に
紙
芝
居
を
の
せ
て
走
る
人
や
、

露
路
の
人
だ
か
り
を
見
る
と
、
イ
ワ
オ
で
は
な
い
か
と
胸
が
さ
わ

い
だ
。
イ
ワ
オ
な
ら
、
き
っ
と
う
ま
い
紙
芝
居
屋
に
な
っ
て
い
る

の
に
ち
が
い
な
い
と
信
じ
た
。
し
か
し
、
と
う
と
う
一
度
も
会
わ

な
か
っ
た
。
（
つ
づ
く
）
３
１
０
１

琴司

お
か
げ
で
食
べ
終
わ
る
と
身
動
き
が
で
き
ず
、
や
っ
と
の
思
い
で

学
校
の
拝
賀
式
に
出
か
け
る
の
だ
が
、
昼
食
も
夕
食
も
い
っ
さ
い

ヌ
キ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
伯
母
た
ち
も
お
手
あ
げ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

イ
ワ
オ
と
い
う
少
年
店
員
が
い
た
。
背
が
ず
ん
ぐ
り
低
く
て
、

色
が
黒
い
。
か
れ
は
モ
チ
が
大
好
物
で
、
毎
年
二
十
個
を
軽
く
平

ら
げ
た
。
そ
し
て
、
「
お
く
さ
ん
、
も
う
あ
り
ま
へ
ん
か
」
と
い

う
。そ

れ
で
、
そ
の
年
の
正
月
に
は
、
伯
母
は
か
れ
の
た
め
に
三
十

個
の
モ
チ
を
用
意
し
た
。
こ
れ
な
ら
堪
能
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ワ
オ
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
三
十
個
を
腹

に
お
さ
め
「
お
く
さ
ん
、
も
う
お
ま
へ
ん
か
：
．
…
」
と
い
っ
た
。

「
イ
ワ
オ
に
は
か
な
わ
ん
」

伯
母
が
そ
の
の
ち
、
伯
父
に
ポ
ャ
い
て
い
る
の
を
ぼ
く
は
ふ
と

聞
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
イ
ワ
オ
は
汁
も
吸
わ
ん
し
、
グ
も
食
べ
よ
ら
ん
。
モ
チ
ば
っ
か

り
食
う
ん
や
、
そ
や
か
ら
三
十
も
食
べ
れ
る
ん
や
」

伯
母
は
そ
う
も
い
っ
て
い
た
。

イ
ワ
オ
は
モ
チ
の
つ
ぎ
に
歌
が
好
き
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

い
い
声
を
し
て
い
て
、
店
を
し
ま
う
と
き
は
表
通
り
で
し
ば
ら
く

大
声
で
歌
う
。
『
甘
粕
大
尉
の
唄
』
と
い
う
の
が
得
意
で
あ
っ
た
。

演
歌
師
か
ら
お
ぼ
え
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
こ
ろ
は
、
生
田
神
社

の
東
門
に
は
演
歌
師
が
立
っ
て
、
和
服
、
〈
カ
マ
姿
で
バ
イ
オ
リ

ン
を
引
き
な
が
ら
押
し
つ
ぶ
し
た
声
で
歌
っ
て
い
た
。
歌
い
終
わ

る
と
楽
譜
を
売
る
。
そ
し
て
消
え
る
。

イ
ワ
オ
は
よ
く
店
を
ぬ
け
だ
し
て
は
、
演
歌
師
を
聞
き
に
い
っ

た
。
楽
譜
も
か
な
り
買
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
か
ら
、

ぼ
く
が
音
痴
で
唱
歌
の
点
が
わ
る
い
と
知
る
と
、
店
番
を
し
な
が

ら
毎
晩
教
え
て
く
れ
た
。
手
拍
手
を
と
り
、
イ
ワ
オ
に
つ
け
て
ひ

と
ふ
し
ず
つ
歌
う
。

い
－
ま
は
や
ま
な
か

い
ま
は
は
ま
…
…

そ
ん
な
唱
歌
だ
っ
た
。
す
る
と
、
ふ
し
ぎ
に
そ
の
と
き
の
唱
歌

の
試
験
で
は
う
ま
く
う
た
え
た
。
そ
れ
を
イ
ワ
オ
に
い
う
と
、
ま
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舞謹

Ｍｒ・Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがFun a k I y aです

オシャレ洋品の店

圃園国| ヤ
元町３ＴＥＬ< 3 3 > ３６１７

ﾜ.f●罰』

繍 織鱗繍鱗議
大上鞄店・いなみ
元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

|■ Ｉ

i : 蹴鯛篭溌
あらゆる体型に

毒｜吾藷興３
燕蕊

傷詞
づ

屯

紳士 ﾗ 羊品の店
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町
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額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末積梨 額
三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4

型双藍蒜I ■咽声
審ヨヱＬ－酢・巻やみ壷一

神戸本社神戸市生田区三宮町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市東区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
京京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京右楽ビル店東京都有楽町有楽ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

W 蝋肥
神戸■元町

ＡＣＣＥＳＳＯＲＩＥＳ

イクシミマヤ
錘

ﾉﾘ）

ＴＥＬ．（3 3）２４１５．２４１６
｡ □

灘
Ｉ靭窮割謹謹謬電瀞 <

、｡ ；
．．‘炭

覚、．:′‘・

;霊脅蕊

ご贈答に風味豊かなカステーラ

長 崎堂本店
本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４ユ３０
答んちかスイーツタウン（3 9 ）３６２５

鱗
鱗
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神戸っ子のみんなに愛 される落ちついた喫茶店

＃甲

ＴＥＡＲＯＯＭ 喫茶愛
☆神戸・元町本通元一ビル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

・高級きものとおび
しみぬき・活; 洗享専門店

⑲平野

､ っ3 や家潅
兵庫区神田町１２５
( 家庭裁判所前東１丁）
ＴＥＬ⑭６９３２

、

画．

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．（2 3 ）２５７０

講義蕊蕊

篭謹 おも湯頴の
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阪急西口下る京町筋
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洋酒の店
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里

今

〃" Ｂ小万
生田新道相互タクシー上る

ＰＨＯＮＥ：３９－０６３８
３９－４３８６茸

』
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洋酒の店キャンテイ

（hi d ､骨ｉ
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ) ３０６０

２１３ＫＩＴＡＮＡＧＡＳＡ・ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ－ＫＵＫＯＢＥ

松田真理子
生田・中山手２丁目８９．光ピル１階. r E L 3 3 - 3 0 5 2
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